

































































































































また, DNA-の結合における両者の関係を調べ, WRNIPlとRAD18の両者が共存すると, RAD18が
結合しているDNAにWRNIPlがリクルートされ,wRNIPlがRAD18と置き代わることを明らかにした｡
以上の結果から, DNA複製や修復における様々な局面に応じて, WRNIPlとRad18とはお互いに連携を
とりながら,部分的に協調する,お互いの機能を制御するなど,相互の関係を変えながら機能している
ことが示唆された｡
このように,本研究はWRNIPlの機能の解明につながる重要な成果を挙げ,損傷トレランス機構の研
究の進展に大きく貢献するものである｡
よって,本論文は博士(薬学)の学位論文として合格と認める｡
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